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「訓練時における安全管理マニュアル（改訂版）」の送付等について 

 

 消防庁では、組織の安全管理体制のあり方、「警防活動時等における安全管理マニ

ュアル」及び「訓練時における安全管理マニュアル」を改めて検証することを目的

として、「警防活動時及び訓練時における安全管理に係る検討会」（以下「検討会」

という。）を、平成２２年５月に設置し、これまで２年間の検討を進めてきました。 

平成２２年度末には「警防活動時等における安全管理マニュアル（改訂版）」を通

知したところですが、この度、検討会における議論を踏まえ、「訓練時における安全

管理マニュアル」（改訂版）を取りまとめましたので、検討会の報告書と併せて通知

します。 

貴職におかれましては、貴都道府県内の市町村（消防の事務を処理する一部事務

組合及び広域連合を含む。）に対して、この旨通知いただくとともに、各消防本部に

おける訓練時の安全管理体制や「訓練時における安全管理マニュアル」の見直し等、

また、各消防団における本マニュアルを参考にした地域の活動実態に即した訓練の

推進等について、周知を図っていただくようお願いします。 

 

 



 ※「訓練時における安全管理マニュアル（改訂版）」及び「検討会報告書」の配布等について 

 

 今後、各都道府県あてに「訓練時における安全管理マニュアル（改訂版）」及び「検討会報

告書」を発送しますので、消防本部、消防団及び消防学校へそれぞれ送付いただきますよう

お願いします。また、併せて、本マニュアル及び検討会における検討状況についても、消防

庁のホームページに掲載しますので、必要に応じて御活用をお願いします。 

本通知は、消防組織法（昭和２２年法律第２２６号）第３７条の規定に基づく技

術的助言として発出するものであることを申し添えます。 

 なお、本検討会が開催された期間中（平成２２年５月～平成２４年２月）に発生

した平成２３年３月１１日の東日本大震災を踏まえた安全管理については、震災以

降、各種検討会等で消防職団員の安全管理等について継続的な議論が行われている

ことを考慮し、それら各種検討会等での方針が得られた後に、「警防活動時等におけ

る安全管理マニュアル（改訂版）」及び「訓練時における安全管理マニュアル（改訂

版）」へ反映する予定としております。 

 

 

 

 

 

 

※「訓練時における安全管理マニュアル」（全文） 

※「警防活動時及び訓練時における安全管理に係る検討会報告書」（全文） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消防庁 消防・救急課 

青木・鈴木・小池 

TEL：03-5253-7522 

FAX：03-5253-7532 

E-mail：shokuin@soumu.go.jp 

消防庁国民保護・防災部防災課 

青木・荒山・常木 

TEL：03-5253-7525 

FAX：03-5253-7535 

E-mail：syobodan@ml.soumu.go.jp 

http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2403/pdf/240409_sho69_sai123_2.pdf
http://www.fdma.go.jp/concern/law/tuchi2403/pdf/240409_sho69_sai123_3.pdf


 

 

 

 

 

 

  

■ 従前の構成を元に、総論（第１部）と各論（第２部）の二部構成とした。  

■ 総論（第１部）  

・「安全管理対策」、「訓練の進行」、「訓練の指導」等を追加し、第 1 章「訓練時に

おける安全管理体制」及び第 2 章「訓練の進行及び指導」の二章構成とした。第 1 章

では、訓練時における安全管理に係る基本的事項を、第 2 章では、訓練の進行方法及

び指導方法を示し、基本的な安全管理行動等を記載した導入部としての位置づけとした。 

■ 各論（第２部） 

・ 第 2 部各論については、第 1 章「消火訓練等」、第 2 章「救助基本訓練」及び第 3

章「救助応用訓練」の三章構成とした。それぞれの訓練を実施するにあたり、一般的に

留意しなければならない安全管理上のポイントを記載し、必要部分を適宜参照できるよ

うな辞書的な役割とした。さらに、訓練実施状況の写真及び使用資機材の図等を掲載し、

より理解しやすい構成とするととともに、過去に発生した事故事例及びヒヤリハット事

例を示し、より多角的に事故事例等を分析できるようにした。 

・各項目の名称を、読みやすさに考慮し、“操法の名称”から“訓練の名称”へと変更。 

・検討会委員からの指摘事項を追加。 

・従前のマニュアル以降に新たに作られた「消防救助操法」に基づく訓練を追加。 

※ 追加した「消防救助操法」に基づく訓練項目 

送排風機取扱訓練、大型油圧救助器具取扱訓練、マンホール救助器具取扱訓練、 

マット型空気ジャッキ取扱訓練、ガス溶断器取扱訓練、チェーンソー取扱訓練、 

空気鋸取扱訓練、空気切断機取扱訓練、削岩機取扱訓練、 

携帯用コンクリート取扱破壊器具訓練、救命ボート取扱訓練、簡易画像探索機取扱訓練、 

かぎ付はしご取扱訓練、依託人てい訓練、空間人てい訓練、かかえ救助訓練、 

はしご水平救助訓練、一箇所吊り担架水平救助訓練、はしごクレーン救助訓練、 

重量物吊り上げ救助訓練、搬送訓練、倒壊木造建物救助訓練、座屈耐火建物救助訓練 

  

  

  
 

 

事故事例やヒヤリハット事例を追加し、それぞれの留意事項に対応する過去の事故等を

増やすことで、より活動のイメージを持てるようにした。 

また、事故の重症度や発生頻度が高い訓練については、該当ページの安全管理のポイン

ト等の記述を充実したほか、写真を掲載するなど、事故防止につながるよう配慮した。 

※ 追加した事故事例等 

・ 訓練時の安全管理体制のアンケート調査結果をもとに最新の事故事例を追加。 

・ 消防ヒヤリハットデータベースから、重傷度や発生頻度の高い事故事例を追加。 

１ マニュアル構成等について 

訓練時における安全管理マニュアルの改正点等 

２ 事故事例等の追加 



  
 

従前の縦４列の構成から、見やすさに考慮して、訓練ごとにページを使用し、写真を活用

するなど、一目でイメージがわきやすいように工夫するなど、大幅にレイアウト変更を実施

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（従前） 

（変更後） 

ポイント① 

見やすい項目 

ポイント② 

写真の活用 

３ レイアウト変更 

ポイント③ 

ページの見出しを追加 



Ⅰ 第Ⅰ部 総　　論

第１章 第２章 訓練の進行及び指導

第１節 安全管理対策 第２節 計画の策定 第１節 訓練の進行 第２節 訓練の指導

１ 訓練と安全管理 １ 訓練計画の策定 １ 訓練目標 １ 安全管理の日常教育

２ ２ 安全管理計画の策定 ２ 訓練場所及び時間 ２ 熱中症対策

Ⅱ ３ ３ 現示資器材及び訓練資器材 ３ 危険予知訓練

４ ４ 隊員の心構え ４ 指導者の心構え

ア

イ

ウ

エ

オ 第Ⅱ部 各　　論

カ 第１章 消火等訓練

キ 第１節 第２節 消防ポンプ操法訓練 第３節 はしご自動車訓練

ク １ １ ポンプ車操法訓練 １ はしご自動車訓練

ケ ２ ２ 小型ポンプ操法訓練 ２ 屈折はしご自動車訓練

コ ３

サ ４

シ ５

ス

セ 第２章 救助基本訓練

第１節 第２節 重量物排除用器具取扱訓練 第３節 切断・破壊用器具取扱訓練 第４節 その他の器具取扱訓練

ア １ 空気呼吸器取扱訓練 １ 油圧式救助器具取扱訓練 １ ガス溶断器取扱訓練 １ 救命ボート取扱訓練
イ ２ ２ 大型油圧救助器具取扱訓練 ２ エンジンカッター取扱訓練 ２ 救命索発射銃取扱訓練
ウ ３ 送排風機取扱訓練 ３ マンホール救助器具取扱訓練 ３ チェーンソー取扱訓練 ３ 簡易画像探索機取扱訓練

４ マット型空気ジャッキ取扱訓練 ４ 空気鋸取扱訓練
ア ５ 可搬式ウインチ取扱訓練 ５ 空気切断機取扱訓練
イ ６ 削岩機取扱訓練

７ 携帯用コンクリート取扱破壊器具訓練

ア

イ 第５節 第６節 はしご取扱訓練 第７節 人てい訓練

ウ １ １ 三連はしご取扱訓練 １ 依託人てい訓練
エ ２ ２ かぎ付はしご取扱訓練 ２ 空間人てい訓練
オ ３

カ ４

キ ５

ク

ケ

コ 第３章 救助応用訓練

サ 第１節 第２節 低所救助訓練 第３節 濃煙中救助訓練 第４節 座屈・倒壊建物救助訓練
シ １ １ 立て坑救助訓練 １ 検索救助訓練 １ 倒壊木造建物救助訓練
ス ２ ２ 横坑救助訓練 ２ 緊急救助訓練 ２ 座屈耐火建物救助訓練
セ ３ ３ はしごクレーン救助訓練 ３ 搬送訓練
ソ ４ ４ 重量物吊り上げ救助訓練
タ ５

チ ６

ツ

テ

ト

応急はしご車救助訓練
はしご車による多数救助訓練

高所救助訓練

かかえ救助訓練
応急はしご救助訓練
はしご水平救助訓練
一箇所吊り担架水平救助訓練

「訓 練 時 に お け る 安 全 管 理 マ ニ ュ ア ル」新旧対比

濃煙中緊急救助操法

肩確保操法

応急はしご操法

応急はしご車救助操法

はしご車による多数救助操法

腰確保操法

フットロック登はん（その３）

渡過ロープの設定操作

セーラー渡過操法

小型ポンプ操法

はしご自動車操法

はしご車操法

屈折はしご車操法

モンキー渡過操法

チロリアン渡過操法

懸垂線設定操作

座席懸垂降下操法
フットロック登はん（その１）

フットロック登はん（その２）

身体懸垂降下操法

濃煙中検索救助操法（その２）

濃煙中検索救助操法（その１）

下水道等横坑救助操法

地下槽等狭小立て坑救助操法

登はん訓練
渡過訓練

降下訓練

火災防ぎょ訓練

筒先操作訓練

酸素呼吸器取扱訓練

ロープ取扱訓練

結索訓練

呼吸保護用器具取扱訓練

吸管操作訓練

とび口操作訓練

タンク車操法

ポンプ車操法

積載はしご操法

空気呼吸器操法

循環式酸素呼吸器操法

発生式酸素呼吸器操法

筒先操作
手びろめによるホース延長操作訓練

吸管操作

とび口操作

ホースカーによるホース延長操作訓練

消防ポンプ操法

結索操法

救命索発射銃操法

エンジンカッター操法

油圧式救助器具操法

可搬式ウインチ操法

確保訓練

消防救助操法４

３

総　　論

各　　論

安全点検基準

安全管理体制の整備

１

２

訓練時における安全管理体制

安全管理上の留意事項

手びろめによるホース延長操作訓練

ホースカーによるホース延長操作訓練

消防用器具操法

訓練計画の策定

安全管理計画の策定

一般的管理事項

個別的管理事項

１

２

３

４

（旧）改訂前（操法による分類） （新）改訂後 （訓練による分類）

･･･新規に追加した項目
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